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勤怠管理

■休暇の実績自動作成時に「半日休暇」・「時間単位休暇」を作成対象に含む
▼実績自動作成の対象日の改善（全日休暇も含む）

改善前：実行日の前日まで対象とする

改善後：実行日の前日まで対象とする or 実行日当日まで対象とする のどちらかを選択可能

※休暇取得の当日を作成対象に含むことが可能になります。

※バージョンアップ後は、既存仕様の「実行日前日までの申請」が選択済みのため、適時変更が必要になります。

▼日報実績ありの日を実績作成対象に含む（条件付き）

改善前：日報実績ありは、実績作成対象外（日報実績なしのみ対象）

改善後：日報実績ありは、半日休暇・時間単位休暇は条件付きで実績作成対象（全日休暇は対象外）

●作成条件 ●対象の申請書（休暇種別）

・半日休暇と時間単位休暇の申請書

・該当日の退出打刻がされていない

※出勤・外出・休憩の打刻のみの場合は、作成されます

・該当日に打刻以外の変更がされていない

注意）該当日に打刻以外の変更がされていると判断される場合とは？

※日報登録・修正を手入力した

日報を削除した

既に自動実績作成済み などが存在する場合は対象外

※勤怠管理＞日報変更履歴にて確認可能

・前半／後半休が両方申請されていない

注意）２つ合わせて全日休暇扱いのため、対象外

休暇種別 半日休暇 時間単位休暇

有給休暇 対象 対象

特別休暇 対象 対象

振替休日 ― ―

代休 対象 対象

代替休暇 対象 対象

欠勤 対象 ―
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勤怠管理

●時間単位休暇のみの条件

①時間単位休暇の実績作成しない条件

・同一日に、時間単位休暇の申請書が３申請以上存在する

・重複する時間単位休暇の申請が存在する

・半日休暇と時間単位休暇の時間帯が重複する申請書が存在する

・有給休暇が時間単位（１時間毎）に満たない場合

②休憩時間の実績作成（条件付き）

・休憩の実績を入力する枠がある

勤怠運用設定＞勤務表項目設定＞[休憩時間]が[表示する]

・時間単位休暇の休憩控除をするに設定してある

勤怠運用設定＞勤務表項目設定＞[時間休の休憩控除選択]が[利用しない]

または

勤怠運用設定＞勤務表項目設定＞[時間休の休憩控除選択]が[利用する]で時間休の申請書で[控除しない]が未選択

・時間単位休暇と休憩の設定時間で重複する時間がある

・該当日の休憩が打刻されていない
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勤怠管理

■自動更新設定のスケジュール設定にて、指定間隔に対応
改善前：毎日／毎週／毎月の間隔に対応

改善後：指定間隔に対応し、１日に複数回の自動実績作成に対応

該当日に申請・承認された申請書の反映に対応可能になります。

■半日休暇取得時の勤務体系の自動更新に対応
半日休暇取得時に、勤務時間の管理上、

通常の勤務体系から、半日休暇取得用の勤務体系に変更いただくケースがあります。

改善前：日報修正にて勤務体系を手動で変更する。

改善後：該当の勤務体系が勤務予定登録されている状態で、

半日休暇を申請・承認後、自動実績作成時に、

併せて、勤務体系を半日休暇取得用に更新し、就業時間を再計算する。

※半休＋半休の申請書が存在する場合は、

全休として扱うため更新されません。

注意）改善内容に伴い、

勤怠運用設定＞勤務体系設定＞勤務体系連携設定

に設定項目を追加
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勤怠管理

■打刻の反映仕様を改善
▼出勤・退勤打刻の仕様改善

出勤打刻

改善前：打刻後、日報登録・修正した後は、日報修正のみ反映する。

改善後：打刻が、登録されている出勤打刻よりも早い時刻の場合は、反映する。

・該当日の一番早い時刻の打刻は反映

・日報修正は反映

※複数の打刻方法を用いた場合も同様です。

退勤打刻

改善前：打刻・取込の順番に反映（後の処理を優先）する。

改善後：打刻が、登録されている退勤打刻よりも遅い時刻の場合は、反映する。

・該当日の一番遅い時刻の打刻は反映

・日報修正は反映

※複数の打刻方法を用いた場合も同様です。

▼アマノタイムレコーダー取込時

外出・再入の打刻情報取込の仕様を改善。

既に取り込んだ外出時刻（外出・再入時刻）と比較し、後の時刻の場合は上書きはせず、異なる外出として扱う。

アマノTR OZO3

外出１ 外出１

外出２ 外出２

外出２ 外出２
（上書き）

アマノTR OZO3

外出１ 外出１

外出２ 外出２

外出２ 外出３

改善前 改善後
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勤怠管理

■打刻チェック処理の改善
▼ピットタッチ打刻のチェック処理時のメッセージ表示

標準モード・カスタムモードによって、表示されるメッセージ内容を統一し、

打刻時に、エラーの場合は、エラーメッセージを表示する。

※改善前の標準モード時は、「打刻に成功しました」と表示され、打刻時にエラーが確認できないことを改善。

例）既に出勤打刻済みの場合は、「出勤打刻済みです」と表示。

▼スマートフォン打刻のチェック処理時のメッセージ表示

スマートフォン打刻時に確認メッセージが表示されないため、

ポータル打刻と同じく、

打刻時に「時刻が変更されますが、よろしいですか？」のメッセージを表示するよう改善。

■打刻のログ管理の改善
打刻のログ管理にて管理できるログが、一部の打刻情報のみでしたが、

OZO3が対応している打刻方法の全てのログを対象に改善しました。

打刻ログ情報 及び 日報修正履歴の表示に対応しました。

▼打刻ログ管理対象の打刻方法

・ポータル ・ピットタッチ

・WEBタイムレコーダー ・アマノタイムレコーダー

・Appタイムレコーダー ・Bioster

・スマートフォン ・静脈
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勤怠管理

■有休付与設定のパターン名称を最大２０文字に変更
パターン名称の登録可能な文字数を１２文字から２０文字に変更しました。

■勤務表申請制限に条件を追加
日報実績が登録済みにも関わらず、休暇事由（全休扱い）が登録されているときの制限を追加

■強調表示で「着色無し」に対応
強調表示の条件に合致したときに、必ず強調表示されていましたが、

強調表示しない（着色無し）を選択できるように対応しました。
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勤怠管理

■作業日報の登録時に、総労働時間に対して入力工数の不足時間表示に対応
総労働時間と入力工数から不足時間を算出・表示します。

※本機能は、工数管理をご契約の場合のみ対象となります。

■勤怠管理（各機能）の検索条件に雇用区分を追加
検索条件に雇用区分が追加された機能は下記になります。

・勤務日計表

・勤務集計表

・勤怠データ出力＞勤務表CSV出力

・日報変更履歴

・弁当管理＞登録一覧

※下記２機能は、工数管理をご契約の場合のみ対象となります。

・工数管理＞工数実績表

・工数管理＞工数データ出力
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経費管理

■経路探索後に「片道」「往復」の変更に対応（出張精算・交通費精算）
経路探索後に「片道」「往復」の変更が可能になり、

経路検索結果の変更なく、運賃額の変更に対応

■出張手当の回数を３桁入力に対応（出張精算）
最大２桁（９９回）を３桁（９９９回）まで入力・管理できるように対応

■出力パターン設定の税区分名の対象データを変更
「税区分名」を選択時に、「税区分略称」を出力していましたが、「税区分名」を出力するように変更しました。

それに伴い、新たに、「税区分略称」を出力項目に追加しました。

注意）既存運用影響を考え、3.19.0へバージョンアップ時は、「税区分略称」を選択した状態になります。

「税区分名」への適時変更をお願いいたします。
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フォームデザイナー

■ワークフローのアプリケーション追加が対応
ワークフローアプリケーションを新規追加し、複数のワークフローアプリケーションにて運用が可能になります。

注意）フォームデザイナーのみに対応しております。

勤怠・経費・人事・プロジェクト申請には対応しておりませんので、

最初から登録されているワークフローアプリケーションにて運用をお願いいたします。

利用グループ・ユーザーを限定したワークフローが、

今回の対応によって、実現可能になります。

ワークフローアプリケーションを新規追加及び

アクセス権を特定グループのみに付与することにより

一部の方のみが利用可能になります。

※アプリケーションの新規追加方法につきましては、

「ManageOZO3 管理マニュアル」の、

2.4アプリケーション管理 をご確認ください。

不明な場合は、Manageサポートまでお問合せください。
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システム運用設定

■メールサービス（クラウド限定）を開始
メールサービスをご契約いただきますと、

お客様にて、メールサーバーの準備をしていただく必要はなく、

弊社が準備したメールサーバーをご利用いただくことが可能になります。

ご契約時は、メールサーバー設定の画面が非表示になります。

※サービス価格は、販売代理店及び弊社営業担当までお問合せください。

注意）クラウド版限定サービスになります。

パッケージ版ユーザーにつきましてはご利用できません。

■ユーザー登録時にメイングループの指定で上位部門も所属できるように対応

例）
OZO3システム
∟製品開発部
∟開発１G
∟開発チーム
∟基盤チーム

∟開発２G
∟サービスG
∟サポートG

←「開発チーム」をメイングループと設定時に、
「上位のグループに所属させる」にチェックをいれると、
・OZO3システム
・製品開発部
・開発１G

にも合わせて所属します。

メイングループ登録後、該当ユーザーの
グループ編集作業（画面・CSV）が軽減されます。
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システム運用設定

■ユーザーIDの表示
同姓同名の方の判断ができず、設定後実際に動作検証が必要でしたが、

ユーザーIDを併せて表示することで、同姓同名の方の判断可能になります。
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動作環境

■Microsoft Edge（Chromium版のみ）に対応
バージョン：79.0.309.65 以降

IEモードの対応はしておりません（Edge内でIEの表示モードで動作可能ですが非対応になります。）

注意）ご利用中のEdgeのバージョンをご確認いただき、バージョンが古い場合はアップデートをしてください。

Microsoft社のWEBサイトからダウンロードが必要な場合もございます。

参考）Microsoft Edgeのダウンロードサイト

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge

■SQL Server 2017 に対応

※詳しい動作保証環境につきましては、

3.19.0リリースと合わせて更新いたします、動作保証環境をご確認ください。

▼サポートサイト（動作環境）

https://itcs.zendesk.com/hc/ja/sections/360002723211

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge
https://itcs.zendesk.com/hc/ja/sections/360002723211

